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接触言語の分類に関する量的研究
t点言語の割合を通して―

はじめに

社会■1」 ′には最的分析と質的分析

"る
 綱えば ,ン グ ■,メ,〕 Vo■ で量的分lFを ‖〕

いて方言息滋や方打贅卜を消ヽたものがる 0ン ′ (,'0も  と 〈1118'はそれぞれ移住
=●

,

方●●議と百ハ貫

“

後のうちさを貿,1に 分17し たものである ]賀 1節 11● 20`い (よその

“方を1いて 殺前の中国大睦で使われていた,[合
「
1=「協イ1語 |の使用実●●に■めた また。

ングは言縦 触の分析|=1輸

“

 ,漱 J(。 ン′201,2012)や 附 過をたどるJロ ンク2016)
とい0た項的分析の

「
法を|いている

本精では■■11が起れ ,鵡 (¨●,●・ ,●

`●

|`● の~つ となっている複数の譲鰍言語をllt,
tげヽ それぞれの足点言語

=由
楽する単111ま たは形態紫)を集||するという量的分析を『

なう 取り上|ち晏融言語は小笠厚の欧未島民の間で処われる小,原泥合言il ,,ll卜 で使
われていた【和は 1'世紀戌半●■われた横J:ピ

'ン
 mll紀 ■ばの■ホや朝鮮半いでヽわれ

たバンプー英語 そして現4ても台 ,で使われる
'レ
十―ル‖本語,,5薇獄・・ ある 本稿の日

的
= =本
語が 1起■言語になっているこれらの接鶴言語の分類を再検11することにある 0

ま, それぞれは果たして ,名称の通り,ビ ジ
'や
クレオー
' 況
台言語なの′、 きちには名

IIに なるぎ11(■層ビ1と をltているJζい は果たして最
`,(の
単
`|を

■締している言語か

どうかを構制:するのである

撥触言iiの観補として最もよく知られているの iピ サンとクレ,―ルであるい| この=洒類

以外にも数多くのll憩 ,あ る,ヽ
=下
位

"期 '力

|あ ることが指摘されている 例え
=・
ピブン」

た
'で
も権々のたくヽ があ

' 
前ビジン|,`0,dI●  ジヤーヨン11● 4,1 限定ピンレ{[Ⅲ〕●d

,],,)安
`[ビ
ジン (、t,■ ,Ш市)拡張ビツン |`,● |,J●t,`=, などである そして,

レキールとは別に革クレ+―ル 1別名クレオ●イド け●●●|)う|あ るが 実 iタ レォ●イ
「

と呼ばれてぃる言語変‖の中には二つのかなり桜なった性格をもつも,ガ燿なとしているとい

う指璃もある (■ ,●d,1200' そして 別の観点からのケ観としてクレオー●,1続 |}と い ,
た現象 すなわち F`'言語 (じ・、Lて0 1■ =肝

(ぃて̈ にol, 高位古話 (●¨ ,●
`t,と
いった

,Mがある さらに 脱タレオー ●化やその苫判 :ま れるボストクレォール
`。

o、に,●●,'も

ある 最後に同一言 II内の複藪の方言の接触によぅで形成される0イ ネーがあるし 滉合言]
やT,● d`1の 言う「0●●Soけ¨ ,お

`い

 という現

“

もある

1述のような棲旬
=語
の極饉を分照するには t法■■がどの世

“

単純化されてぃるとぃうこ
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とや 龍颯●,意味領城の工張による多義語化 語とにとって11語となっているかどうかなど

つくの要口分即が′iなわれてヽお その一つ =それぞ
れの起●古

`|に

1業する単語の多さであ

る

彙型的なせランの瑞含 静■●,8嗣以 |は J の (上瞬
'■
凛に血架する (Sめ b● 1,〔

「
12',

と言われて,る そしてTⅢd`|(J肥 |や Bよに,(1●||)は 「
':合

言おJを
`つ
の起点言‖,

をもつものとして定義
`'て
いている B`kk``や そ●

'関
係者が記述した多くの・ l今 言語のIII

含 それぞれの起点は
`m4話
など■●に近い割合て 2つ |'起■言語と

'ポ
]に 大きいな儡ヽ

が見られないとされている 本福で 11記の 5秤m●
'稜
触R計の■となった起●]語はそれぞ

れどれぐらいの将台 =●
っているうという点に,I世 し それらの接触言語としての分類を検証

する

2 小笠原混合言語のコ合
小笠 ,混合言昴には拠喬

=日
本書ヽの両方′飼 ―の文に現れる 欧本系

“

民 8人による‖然会

話 =i3饉鋼
の文が見られる それは

`,,「

J本語のみ(1よ る文 tと 10「 英i`● ,みによる●●;

と

`て

,共i'と ‖本語が回―■・
1内で絡み合っている 1,1●,t輌●●0)「混合言語のえ である

そして滉合言

“

文の中
=を
まれる英t,起υ●,要素と日本|=起 豆の要十のそれぞれの割合を単語

単位で集計した 図 1はロング (m13,,(=減oた会:1であ・・
例 l К I.:・・ F・¨

'。

[● ,● ti丁軍、●、■Ⅲ
`、

■ ■Ⅲ●●●●●●|,ヽ
`｀

■●1●●、,v(笑
'

i M● よち■● 曇 Jと
KI Th●、L●n■.Ⅲ・ |・`ぬ

薇ゝokェ

11と いんだ セo`hで きれば '`｀ ●′ンの■本li'請せるヽ この父底の1''

語もやっているよ |

こ1■ iH然会話の文宇起こしによる会おなので どこからとこ
=で
が一
'の
文 (“ ,、●,|`

がという閾題力あ るウ' そ
'●

i全での言語|)話し言葉 :お ■t言える間胆であ
' 
イ笠原混含

言語を有の間露で まない 上の文字起こしでは広く使われるよ準 (Hk― ズの布誓  ll交代|'有

無 述語があるかどうかなど構造的に支‐|●●|,10と して成立するか など
'そ
応]Iし て上記

のように8つの支に分けた との言語・ 1文であるかという
"断
は次●,綺

'で

ある

(●

'11本
語起
=換
素 tの■)に よる文!38

(b)蔭語起源要素 (のム)に よる文1235
(ti泥合言:1の文Jl17
以下て小》原の欧米系島民との間で行なわれた自然綺焙を資料として 量的分liを 行なった

データをヌ録したのは2101年 3月 13nで ,3分にわたる自然会議データである 語者i`3人い

る■1,氏は英|=起澪の単語漏 ∞島 (r,%)で あ) ■本語起源の単1'よ0加 1卜 |=2`ヽ )R

氏 il=0`|を

`Iし
 美認に

'を

,,1=(,1ゝ |ヽ モしてB本冊起漂を 10語 (i82%,I出 して

お
'こ
の 2人は 5分 5分に近い数字となった しかし ,氏を見ると1“6語のうち英語起 鳳は

折,語 n,"| ]率 |に温はi287語 (8'を ,ヽモあった この割合はこれまで述べてきたよう
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な
=襴
5ヨではな  ヽ この定説との人イを考慮し 人掏名 地名などの固イ1名詞 1語だ 十が堤

爵起源頭夕として含
=れ
ている洸合.1肝を日本語のみで構成されたとみなし それら,さぃて

隻‖した (表1 そうすることで各起京言:]の制合に変化が生しることを期待したが 鶴果と
しておよそ iネ●,贅 (と し

'赳 =ら
な力った したがってこ′,「氏の要用はほ″

'こ

あると考えら

れる =人の話者は小半粽の米澪統治時代に生まれ育った者である
"' 
〕l● とRtt i l人 ■成人

,メ リカに 1っ て数 11:帯 らしていた●,に比べ F氏は,イ チ (J本本土)に数年1]住んでい

た以
'Iは
ずっと小,原計ヽで幕うしており

'メ
リカに住んだことがない F氏が訥す況合言語

に,まれる日本ね起

'要
素●剛 合が高い実態 iこ うした居■経験と関係していると思われる

」かし もしそうで||ればアメリカ●,生活が景か ,́たI民 とR氏はどうしてより美i]に染ま ,て
いるかという疑間がわきあがる 居■幡の影雪を考えるために 別の話イのデータを見ること
にした

表 イ (日本語と葵語)の割合 その 1小笠原の混合言語文に見られる起点言目

B本 ;1起 照黒素 英語起 量妻よ 1総 政

`22鶴 =節
t, 4,,% 1,31語

,8′ %
`18%

18,語

ll%イ
=

1縛,1:

t tl
“

iЪ 1168語 ●13%
`¨
,お

以
「
で見るデータは実1で 見た1氏 としの二人,,西者と,,会

“

である R民 とF氏と同様 小
■原ネ撃1]代

=生
まれ,っ た欧米4島民である データを採鉄したのは

'011年
,月 18で ,,分

にわたら会議である 全講全体には166文が含まれていたが その内訳をみるとH本浩起響要
素の人による文は11,(`15ヽ )え 語起源要素のみによる文は132(283ヽ , 掟合言

“

は 87

1● 1●●|であった

次:: ●)日本語のみの支と (b)ti`● ,みの tを省いて (●)滉合言語の4,文だけに注‖し

文の1●
=含
まれてぃる英語起絆の要素と■本:記

'燻

の要おのそれぞれのH合を算出した (妥 2)

その電外 訴者間のだ異が見られて E氏の梶を言語の1,文に含まれる調 ‖喬 i英 I]iが 2ち
占 |ヽ 02'ヽ )で J本 |`は 68凛  1,8ヽ

'ヽ
あoた  I氏●,捉合占■に含まれる

`6,単
議の内訳

=薬
卜ヽ10, 301'1)(t対 して,本格2い (6,6%,t島 った 1ヽ氏の拠 喬

=は
英語81(38,

に対してJ本語12,(`11)で あつた 話々による違いが見られたものの 滉合言語はビリンの
ように銹岩に一つの言語 :偏 ,1'な く 両方のこ点 iれ

'に

山来する単すげ 使われて,る ことが

',,た
 3人のイ7文を合わせて合計 141=語

'を
みると 英語足両は16単語 (,ll%)で

J tti誕源 11ヽ単語 (4●■)で 暮がル丸しかない結果となった
さらに |]じ会缶媛 な

'語
雄 彙計した世果 1氏に見られた運べ甜歌m単 語の 1 21`

:bが異な,:1と してとめられ 英語
=8`40,ヽ
)の撲な ,語に対して ‖本語は128(■ 35'

"Rな
,語であoた また ヽ|・は203嵩の

`べ
おに対し ■部 ,1■ 1ヽ | =本語m(18¨ |)

"異
な〕語であ0た  ガ孤 の凛

`語

:i英語1誌 1宥
`%)に
対して日本肝ヽ 221ヽ )であっ

ド11ヽ 1    26'語 1    1:'ヽ
2111語
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た 3人 |1異なり語をまとめると 6451)哭なり

“

モ‖成され そのうち共語足llの もの t● 13
(=`6%, 1本 |:起 |のものは242`4■ ●, であった

■;ドの制合が高い,氏のような話苦もいiti l本 |」●,割合,,高 |■氏とヽ氏のような話イも
いる たたし興1業距いことよ 話7は三人とも数十年にわた

'ア
メリカてぶらしているにも

“らす 使1している,し●‖語は英計と日本語 11´ である 漫合言語はピシンとt,て 2つの
言語
'11は
[々 の割合て格み合 ,て いると言われている」ヽ 4等凛,1合はまさに共語起源´索

と,本語起源要豪は
'li割
であることがわか0た

表 2 (日 本語と英薦)の割合その 1

エベ藁 n本」1に源賢ょ

M 12文
F J文
今
=[ 4,支

18 ψl

1黙語

小笙原の混合言語文に見られる起点言語

2,11

12,il

"語

011'| 81語 l  aヽキ
=

1 22文
=0 

●
●

共語起源い斎 竜 歎

`"語

共語起澪署■

=0理
●

|`1・

34,語

,1帆

`

221%
'i“ '|

`●

●|● ,

3 B満洲国の協和話の割合
早賀ml`●では ■満洲口で使われたII触 j語 1協和語:●,文字資ll(絵彙■)を分析し
混合型の発計の1にある‖′1訃 と中L ilのそれぞれの ′態素め割イ,を 調べた ここで収 )I● .
ている文 1資13段埓|"満洲での幕らしを内地 |■ 本国,1)に伝えるためのア●バインダ1,
な性格をもつ

'ラ
ー1硼 した漫』風のt~書である 鵬 枚の絵基吉に1て くる,節の支を 何

2の ように中国
=起
雄リン ,みによる文と日本語起雨要路のみ|=よ る文 および掟合・ l文の311

類にわ ,た

例 2■地人 |タ インシナールチユイ (お客さんIItt iて行くんです″,
1本■ 1,'ワ イク,イ アー {|!く はやく,たつてくれ性に負 するなよ
1本兵 21輸機´´

1本兵
`,lrを
迫越せば,イ ヤレモーテヱレ |二「 銭,奮螢するそ

‖ネ■4'あ ■
'気

ばるなよチアーオ t足)"`痛Ⅲよ

|'日語文 |

'lJを
型 ,

(1本 ib文
'

1淀含型,

1泥台型 ,

さt !SO文のうち 中国語文は3,文 {1=ツヽ)1本 語文 11,1 lm■ヽ,tでぁったが 混
合型と判断した1,支 (1,5ヽ 1を集計した結果 

“

べ甜厳では日本語の形態素は,28%(268形

態栄)で 1国語の形態率は′2ヽ
`oo形
態力 だとしている ′1稿で ,さ らに共な

'皓
数を
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手
・
一

べ

一
・

一

一，
百
一
一

■  1示,P,形態
==1,「
形態豪●,“ 8、 申

「
11の形態素は6=形態索●,■

`、

たと,,っ た
●|■ ●,"■モ|1本

`常

の形mキと1日 ;i・ ,形態来の将合は,対 ,と な0た !Ⅲ意1末の■和11
:,ti■

=J卜
文に当たるビ,レ化さitた中国十の発証も り|■に

'|た
なピン,化された,本語

==ら
',る

11● ●漱 rを 見る限 ,において 脇■■,よ肛枷 :な |,11]`プ レて iな ,と
|■■ ==_て、る

囲
,lij

● 19世記の横浜ビジン日本語の割合
■■■

'「“
植,:ゃなど1本のl.躍場で■本人 t西祥,と 輩綺

=の
■で接融言し|が懲 ,れて

■ 'イ ザー t2●、1は ,析 した喘黒それはゼブジ■本イに当たらと11断して,`力  ヽ単著
|="|サ定が■当であると思.,ている そのビ,ン を致‖古Щ =¶註するll l`刊行をれたの

'■
■ ■■ ●シ/lmlllで ,『 :,し ているよう =準層言語 =当 たる(liゃ 1● イ[● ,さ味範

ヽ■えJ■■ 111,に お iる ,`晋が見ら,1る ,1 1層言語 i■ ■出てあるので J本 :it沖●,
・ ■■■5分を占めている

|:=  ヽ,`|`k,メ ,、   ● 。
`● =●

(卜 |,●
',●
,i“ |、●

■   ■■  てい).■。あり11
私の高■l.子があ,11′

11 :   ● 、
`..。
、●、● ■

`●

hl● hl=||  口,1● ●,● ,,● ,  、●

■●●、|あ ,ま せん,「  停見  □■|る  あ ,■ す
私0年 まいは,こで●なぃ ■は少し見て同.て ,る ,,て,

|15 、1.,,1`1,う ●,● 1● bb●,、 11,i● |

馬●Ⅲ卜b● ,● 0し 0●, 進 t

馬,「を,えなさぃ

● , ヽ●、.,1..、   t● ,,|● hi=l k,, li、卜 ,,o,て,…。`●,

私   天‖ li見  ない 長■  |:
長いu夫 ](古い般貨,を tヽいない

一』
『一
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5 20世紀のバンブー英語の割合

,2次世界人戦篠の J本や朝●l ll島に塊いて  '`ン ブー薬1刷 (01い 01● |,Jヽすと呼 iれ

る米軍と現 tl人との間
=■
剛イ
`|が

ある ′Кンプー英語の資11は極 |・ て少ない 数本の議女で

例えを難げている

'の
(C●●1,ぃ ,1,6i N●● ●,1'お 1ヽ"ol'前 )と シンデレラ掏語を′くレ

'―
英静

“

に語●ているテクスト 1ヽ●1、 o●110'だけである その
',す

がなデータを後■的に見

ると次の通 )である そ0全てに人 ている単語をデー
'^―
スイとしたら■な

'語
数が1211』

となった これらは■語リストや短い倒文の形となっているので 工ヽ [数を敏えるの =遺 し

ていないアー′てあるが シンデレラ物語は
''ス =● '形

となっている ここで
''ス
トを藪

量的に分析する

ます 廷べ語数を換えたところ121語 =t‐ て
いる 述べ語数を■計する章式 i例えば

~そ

の接II I●

`|を
使 ,た会話を聞いたらそれぞれの起点 R:4● ,割合はどれ (らい関 するかJという

質問に答えること
'●

|き る点 :あ る 英‖は352■  |ヽ,`,` 0お この●23語 iピ ノン英語,

J本語はい語 0,ヽ 1ヽ 絆回ii5語 (1'い である

次に,な ,■ 数をスよう 贅●1語数を集 ■するな表は口えば その桜ll言語の辞宵を■っ

たら それぞれの起点言語の割イ,は どれてらいになるか という項 |うにヽえられる●にある

,な
'語
数 il鴨語て 夫‖起温の単語

=',語 `卸
■ヽ
' 
なおn語のうちの11を |は k●

`111●
|千

=す
る
'や
●1● ,●1■ ■ べ詢

'の
ようなゼチン英語に近

'表
■である ‖ネ|:建源が11語 (11ヽ )

韓同ilこ
「
は
'語
(お ,ヽである 1表 6)

以 [の ことを考えると ′|ン フー英語をl・lい た
'■
宇 :な って,ヽ るのを,せたりするとJ本語

の部分 (15B%)が
`や
多い1象を受 する力̀  それは延べ餃●,割 合である よく俵宗すると

,1、 |● 、k● 6ヽ1ぃ|。●●,`、,|(沢 | クし さよなら ヽさん,な ど回し■本語が操 ,返 し伎

われている●
'て
ある 興な

'飲
を考えるとき J本Jの割合1`11ヽヽからそ●,約 |1分に当たる

■0%に 減ること,らそのことが分かる ピタンの拘,制の11攣が上層言i常 =由来すると言われ

ているが i答桑而分ら考えるとバンフー英|:は R理 1'な ビジンに近いと言える

な■ この数字 iあま
'集
宮にこた2,● ては ■ヽ,ない なせなら 英語が日牛

`IIは
簡単に

数えられるようで こうした接触言語|'場合は■ i馨しい 口えば ,●Ⅲh●ⅢⅢ●●●11` 脅
の服
' ,●

ぃヽ |,。●●,I。●●1土子搬),o,b``い●1‐ 1(お娘さん),,,j● ,● ,Ⅲ it l
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‖本 llに近いと判断した 1,カイア当である ●様 0●●● |ビー
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■と窮断して良さそう.葉書のことを,o,t●●nOと 表現している この,,“。以外に、●、1●●

…
   (洗燿)や。

・・
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や遺,‖ が
`Jで
ある 今回は,o、ti,。 ,t。 1=な っていないことから英語に数え ,,,t。 をЛ

ヽ騒
=贅
えたが 確かに際といところである.

6 台湾クレオールB本語の■舎
真口 簡 (知8)は台湾ケレオールについて●及している このクレキールは 「営本語と
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'ヤ
ル人 (のすべての世代)によoて用いられているJものである こ

のクレオールにおける L層ヨ昴は■本語 基層言静はアタヤル モディック語である 景的分
析
=移
る前にここで例を出しておきたい

倒7 w証
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0轟●
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護愉 tあo“ bl●小 Ⅲv¨

私たち ―締 晩  ご銀 奮べて 星  見える
私たち一綺に晩ご飯を食べて星を見る

"8 
‐ LⅢ,ぃ ,Ⅲ●k,w, k¨ 議●

“

Ⅲ

私  の母  川  ll 沈てる
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", wi"t,k●
ko●m'証 ot・dl“

"
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表6 台湾クレオール日本機の日点言幅の割合

7 考察
以 Iで取 ,上げた接触言語の起点言語の割合について考察するために 表,の ように比較t
やすいようにまとめる

パンプー共ねはビツンであ, 超点言語 (、
"-1¨ ,●")i共
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英謗が「 掲言格 (剌 |・、o●∝ b●
`0,")で
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晰
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